






















































































1,788 741 608 641 502 446 347






























































2003年 2007年 2008年 2009年 2010年 20111年 2012年
全　国
概数 25,296 18,564 16,018 15,759 13,124 10,890 9,576
指数 100.0 73.4 63.3 62.3 51.9 43.1 37.9
名古屋市
概数 1,788 741 608 641 502 446 347
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飯場・簡易宿泊所   社員寮等




























































現業員数（CW） 184 192 201 225 239
CW一人当たりの
平均世帯数
117 118 139 144 147
16行政区中、平均
を上回る区

















































 ２人 野宿→福祉事務所→自立支援センター 2
　合　　計 40
出所：Ｙ自立支援センター（名古屋市）
注：４月から９月までの入所者総数は107人であった。
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を転々とし、生活に困窮すると生活保護制度の申請の
ため福祉事務所に来所相談する者が増えてきた。ホー
ムレス一人一人は孤立した状態にあり、かつてのよう
な「○○村」と呼ばれるホームレスのコミュニティー
は見当たらなくなった。
⑵　「新たなホームレス」の経路
　表４は、「新たなホームレス」が、どのような経路
を辿っているかを知るため、福祉事務所に相談来所す
るまでの約１週間の経路をとりまとめた。まとめるに
あたっては、2012年４月から９月までにＹ自立支援
センター（名古屋市）に入所した40歳未満の40人を
対象とした。
　約１週間前の状況でとりまとめると、社員寮退寮者
17人、家賃滞納によるアパート退去者６人、漫画喫
茶・ネットカフェ５人、ホテル退去者４人だったが、
福祉事務所までの経路としては、野宿、漫画喫茶・
ネットカフェ、知人宅等であったが、なかには社員寮
やアパート退去してその日のうちに福祉事務所に来所
相談におよんだ者が５人いた。また野宿経験といって
も多くは数日間であった。
　これらの経路を検証する過程で、どの時点でホーム
レスと同定すべきか難しい。ネットカフェや漫画喫茶
を利用する人は大勢いるが、そこから住まい代わりに
利用している者だけを抽出することなどは不可能であ
る。また、当事者自身が自らをホームレスと認識して
いないことも考えられる。かつての「飯場」や「ド
ヤ」に替わるのが「社員寮」とするならば、「社員寮」
そのものは我々の生活の周辺に存在し、そこを普通に
利用すること自体全く違和感を覚えない。ネットカ
フェも然り。
　「新たなホームレス」は、社員寮→ネットカフェ→
福祉を繰り返し利用しており、その実態は漠として掴
めず、概数調査では把握困難な人々である。これらの
人々を、厚生労働省は「職と住まいを失った人々」、
名古屋市は「住居のない者」と呼んでいる。
　これからのホームレス対策は、全貌が掴みにくい
「新たなホームレス」と概数調査で把握可能な高年齢
ホームレスの２つと対峙していかなければならない。
そのような意味では、特別措置法が規定するホームレ
スの定義と実態との乖離を感じる。
⑶　若年者の増加
　概数調査を基にした過去３回のホームレス生活実態
調査では、40歳未満の割合が、2.9％（2003年）、1.4％
（2007年）、2.7％（2012年）で、人数にして３～６人
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だった。
　下図は、Ｚ自立支援センター（名古屋市）入所者と
名古屋市福祉事務所（16か所）相談来所者で、とも
に40歳未満の占める割合の推移を表している。Ｚ自
立支援センターでは2009年度以降に40歳未満の入所
者の割合が急激に高くなっており、2011年度では
40％弱にまで上昇した。福祉事務所に相談来所した
40歳未満の割合は2008年度以降高くなり、2011年度
には30％を超えた。これまでのホームレス生活実態
調査では、20～30代のホームレスに出会うことはほ
とんどなく、このような傾向を把握することはできな
かった。「新たなホームレス」の特徴といえる。
福祉事務所生活相談者数
㨆自立支援センター入所者数
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　出所：Ｚ自立支援センター（名古屋市）
　本論文では若年層を40歳未満として取りまとめた。
この年代層（20～39歳）は、バブル経済が破綻した
頃またはリーマンショック直後頃に高等学校を卒業し
た年齢層である。まさに就職氷河期の高校卒業者であ
り、企業に正規採用されなければ安定した職には就く
ことはできず、職業能力形成の機会に恵まれないまま
にアルバイト、派遣社員、フリーター等の非正規雇用
を経験してきた人たちだったのではないかと推測でき
る。
おわりに
　現在、2009年から2013年までの第２期「名古屋市
ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」の評価
を数名の大学教員と一緒に行っている。資料は主に評
価作業のため名古屋市から提供されたものであり、名
古屋市の許可を得て本論文上で使用した。
　拙論としてこのような形で取りまとめることを決め
たのは、提供された資料からリーマンショック以降、
貧困問題が若年層に浸透している事実を知ったからで
ある。本来ならば未来に希望を持ち、自らの能力を活
かしその実現に向かって羽ばたくはずの若年層が希望
を失い、ネットカフェ等を転々としなければならない
現実を知って憤りを感じた。
　特別措置法の延長に伴い、国及び地方自治体は第３
期の基本方針、実施計画を策定しなければならないこ
とになっている。策定にあたっては「新たなホームレ
ス」問題に対し正面から向き合い取り組むことを切望
してやまない。
　併せてホームレス研究もやや下火になっているよう
に思う。若手研究者による最近の執筆としては、山田
壮志郎『ホームレス支援における就労と福祉』（2009
年）と垣田祐介『地方都市のホームレス』（2011年）
の２冊を挙げることができるが、必ずしも「新たな
ホームレス」の実態を踏まえたものではない。拙論が
若手研究者の何らかの刺激となり、貧困に苦しむ若年
層の自立支援の在り方に関する研究が活発になれば望
外の幸いである。
注
１） 「リーマンショック後の雇用対策の効果の検証」 厚生
労働省職業安定局・職業能力開発局、2012年
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